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研究成果の概要（和文）：小中学校や高等学校、幼稚園の通常学級における特別支援教育の推進

のために、現在最も課題とされている「保護者への相談支援」「専門機関との連携」の実施があ

げられている。本研究は、特別支援教育におけるすぐれた相談支援活動が実践できる教師を育

成するために、その育成プログラム開発と相談実践をデータベース化して公開する検討を行っ

た。 
 
研究成果の概要（英文）：The most important issues among the special support education in 
an elementary school, a junior high school, a high school, and a kindergarten are 
"consultation support to a guardian", and "cooperation with a specialized agency."  
In performing special support education, this research aimed at raising the teacher who 
can practice effective consultation support service. In order to achieve the purpose, 
development of a teacher training program and database creation of the consultation 
practice example were performed.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）2009 年度時点で、東京学芸大学教育実
践研究支援センターの『特別支援教育』支援
事業室では、「電話相談・教育相談」「学校支
援・教育委員会支援」「セミナー・ワークシ
ョップ」「子ども・保護者・教師のインター
ネット支援プログラム」「学術連携」「資料室」
の 6つの研究事業を展開していた。その中で

「電話・教育相談」は保護者を中心とした相
談支援を実施しており、年間 600 件の事例を
扱っていた。また、「学校・教育委員会支援」
では、センター所員が各々の専門分野・障害
種別に応じて、巡回・訪問による専門相談を
実施してきた。ここでは通常学級の教師への
具体的な相談の進め方や学習・行動面などの
支援方法に関する指導助言などが中心とな

機関番号：１２６０４ 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：２２５３１０６２ 

研究課題名（和文） 特別支援教育における相談支援ができる教師育成プログラムと実践デー

タベースの構築 

研究課題名（英文）Construction of the teacher training program which can perform 

consultation support in special support education, and creation of 

an educational consultation case database  

研究代表者 

伊藤 良子（ITO RYOKO） 

東京学芸大学・教育実践研究支援センター・教授 

研究者番号：00143628 



っていた。（年間約 150 件）それらはいずれ
も事業概況に統計的処理を用いてまとめら
れたが、質的な分析はなされていなかった。 
（２）他方で、障害児を持つ保護者には①不
安が強い②子育てスキルが不十分③子育て
知識付注文④兄弟児の育児ニーズ⑤ネグレ
クト⑥精神障害⑦親夫婦不仲⑧経済的困難
⑨過保護⑩身体疾患⑪身体的虐待⑫親自身
の広汎性発達障害傾向⑬支援者への過剰依
存などが支援ニーズとしてみられることが
明らかにされた（第 56 回日本小児保健学会
一般演題 27，O2-017）。学校フィールドにお
いても、こうした保護者のタイプや支援ニー
ズに応じた相談支援が担任教師には求めら
れているが、実際的にはその方法論は確立し
ておらず、それを育成するためのプログラム
も少ない現状であった。一方、教師自身の心
理教育的援助サービスや特別支援教育にお
ける関心が高まり、諸資格を取得して相談支
援を展開したいと考える教員が急激に増加
しているという社会背景もみられた。（特別
支援教育士、学校心理士、臨床発達心理士の
教師の資格取得者の増加など）そうした教師
の学ぶ意欲や資格取得による専門性の向上
を大学等の研究機関も積極的にバックアッ
プすることの必要性もあった。理論や教育内
容などを学習することと同時に、相談事例に
ついても丁寧に専門的な知見や技術などか
ら学び、相談の進め方、支援情報や報告書の
まとめ方などを実際的・実践的に習得してい
くことが求められている。こうした教師支援
や研修は、教育委員会・大学院などでも体系
的に実施されているところはまだ少なかっ
た。 
 
２．研究の目的 
（１）小中学校や高等学校、幼稚園の通常学
級における特別支援教育の推進のために、現
在最も課題とされている「保護者への相談支
援」「専門機関との連携」の実施が挙げられ
ている。本研究は、特別支援教育におけるす
ぐれた相談支援活動が実践できる教師を育
成するために、その育成プログラム開発と相
談実践をデータベース化して公開する検討
をおこなう。具体的には、東京学芸大学教育
実践研究支援センター『特別支援教育』支援
事業室の研究事業を発展させて、①相談支援
ができる教師育成プログラムの開発研究②
これまでに経験した教師による相談事例の
中で優れた実践（保護者タイプ・相談内容分
析による）のデータベース化の実施を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究では 2つの研究班を中心に、各々
において報告書やパンフレット、優れた相談
実践事例集、研修用テキストと相談支援マニ
ュアルの作成をおこなう。 

＜A班＞相談事例収集・分析・検討班 
2010 年度：幼稚園、小・中・高等学校通常学
級における特別支援教育で経験した相談事
例に関する調査研究を実施する。加えて、東
京学芸大学教育実践研究支援センターが実
施している「電話・教育相談」「学校・教育
委員会支援」でこれまでに経験した相談事例
1～2万件）の整理・検討をおこなう。 
2011 年度：実習研究（学校）フィールドの研
究協力者による優れた実践事例の検討をお
こなう。 
2012 年度：教師による相談事例の中で優れた
実践（相談内容分析と保護者タイプによる）
の分析と整理・検討し公開する。 
＜B 班＞相談支援ができる教師育成プログラ
ム開発班 
2010 年度：国内外における教師が行う教育相
談活動・相談実践研・教師養成プログラムを
収集し、内容の分析と整理をおこなう。 
2011 年度：相談支援ができる教師育成プログ
ラム(現職教員対象 1年コース)の開発・検討
をおこなう。 
2012 年度：特別支援教育における相談支援活
動のための研修テキストをそれまでの研究
から得られた知見をもとに作成する。 
 
４．研究成果 
（１）2010 年度 
＜A班＞相談事例収集・分析・検討班 
研究協力校の 15 小･中学校（小金井市、立川
市、武蔵野市、荒川区、大田区）から、教師
が相談支援活動の中で困難さを感じた「保護
者」の特徴、「相談内容」、相談をすすめるに
あたっての「障壁や難しさ」、「相談方法」な
どについて調査をおこなった。それらの中の
うまくいった事例や困難であった事例につ
いて、具体的な実践内容等を抽出し、分析検
討をおこなった。加えて、東京学芸大学教育
実践研究支援センターに寄せられた「電話・
教育相談」「学校・教育委員会支援」の相談
事例を整理・分析・検討を加え、データベー
ス化しまとめなおした。これらの調査から得
られた知見を基に、「保護者のタイプ別の理
解の仕方」と「相談内容のカテゴリー化」「効
果的な対応方法」「具体的な相談支援の実際」
を整理・分析・検討を加え、その成果の一部
を「教師・スクールカウンセラーのための保
護者対応マニュアル」（橋本・林監修,東京学
芸大学刊行）にまとめた。これらを発展させ、
「相談支援ができる教師育成プログラム」の
開発に着手した。 
＜B 班＞相談支援ができる教師育成プログラ
ム開発班 
全国国立大学障害児教育関連研究センター
との共同研究により、諸外国における教師が
おこなう教育相談活動・相談実績研究・教師
養成プログラムの検討をおこなった。あわせ



て、国内における相談支援活動に関する文献
研究をすすめた。 
（２）2011 年度 
＜A班＞相談事例収集・分析・検討班 
①事例のデータベース化 
昨年度整理分析された教育実践研究支援セ
ンター事業である「電話・教育相談」「学校・
教育委員会支援」の事例から、「相談内容の
分類」「具体的な相談支援の実際」「効果的な
相談方法」「保護者のタイプ分類」をすすめ、
データベースの構築に取り組んだ。さらに、
これらの事例からみいだされた知見から、本
人の状態を正しく把握するためのアセスメ
ントの視点や支援のポイントを教師向けに
紹介することを目的とした、「幼児・児童を
より理解するためのアセスメント&事例ミニ
ハンドブック」を作成した。 
②研究連携（学校）フィールドの研究協力者
による「優れた実践事例」の検討（ケースレ
ポートづくり） 
本センターが取り組む地域連携支援事業の
対象地域（小金井氏、立川市、東久留米市）
の小中学校、東京学芸大学付属特別支援学校
との連携・共同研究に基づき、優れた実践の
基準作りや効果的な相談について討議し、絞
り込み作業をおこなった。 
A 班によって抽出した事例の中から、本セン
ターが取り組む地域連携支援事業の対象地
域である小金井市や立川市、東久留米市の小
中学校、東京学芸大学附属特別支援学校との
連携・共同研究に基づき、優れた実践のポイ
ント（教師にとって）や効果的な相談につい
て討議を重ねた。 
＜B班＞教師育成プログラムの開発班 
全国国立大学障害児教育関連研究センター
との共同研究（大分大学教育実践総合センタ
ー佐藤晋治教授、信州大学教育実践総合セン
ター上村惠津子教授他）により、地域におけ
る教師がおこなう教育相談活動・相談実績研
究・教師養成プログラムの検討をおこなった。
あわせて、国内における相談支援活動に関す
る文献研究をすすめた。さらに、教員免許取
得を予定している大学生を対象にした特別
支援教育を学ぶ講義の中で、試作したパイロ
ットプログラムを実施し、その効果を検証・
分析に着手した。これらの研究結果を踏まえ
たうえで、「通常学級における特別支援教育
を担う教師のための学芸大：養成&研修モデ
ル 2012-特別支援教育スタンダードの構築に
向けて-」として教師養成プログラムのモデ
ルを作成し、検討を加えた。 
（３）2012 年度 
＜A班＞相談事例収集・分析・検討班 
教師による相談事例の中で優れた実践（保護
者タイプ・相談内容分析による）のデータベ
ース化とハンドブック化をおこなう。具体的 
な方法としては、収集した相談事例の中から

優れた実践であるとされたものをデータベ
ース化し、それらを編集して「これ、すごい
実践です！教育相談における相談支援活動
事例集」ハンドブックとして発行し、配布し
た。 
＜B 班＞相談支援ができる教師育成プログラ
ム開発班 
特別支援教育における相談支援活動のため
の研修テキストと相談支援マニュアルの制
作をおこなう。前年度までのプログラム開発
の中で見いだされた研修内容や学修内容を
まとめて、研修テキストと相談支援マニュア
ルを執筆・制作した。研究協力者によりこれ
らを評価してもらい、加筆修正を加えたのち、
報告書を作成した。 
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